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　　政策や方針の決定の場への女性の参画拡大
　　を考える

　　高齢者・生活困難者（家庭）の支援を考える

　男女共同参画社会の実現を目指す市民懇話会（略称：男女

( ひと ) 懇話会）が設立されて今年で 11 年目を迎えます。こ

れまでの男女懇話会の活動について紹介します。

できることからやりましょうできることからやりましょう

できることからやりましょうできることからやりましょう

できることからやりましょうできることからやりましょう
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市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
を
目
指
す
市
民
懇
話
会
の

協
力
の
も
と
、「
男
女
共
同
参
画
情

報
紙
～
ハ
ー
モ
ニ
ー
～
」
を
平
成

18
年
１
月
の
創
刊
号
か
ら
発
行
を

続
け
、
こ
れ
ま
で
に
37
号
の
情
報

提
供
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
そ
の
情
報
を
市
民

の
皆
さ
ま
に
よ
り
多
く
触
れ
る
こ

と
の
で
き
る
よ
う
広
報
し
も
だ
に

男
女
共
同
参
画
情
報
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
３
月
に
策
定
し
た「
第

２
次
下
田
市
男
女
共
同
参
画
推
進

プ
ラ
ン
～
ひ
と
り
ひ
と
り
が
輝
く

ま
ち
を
目
指
し
て
～
」
で
は
、
今

後
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
事

業
を
進
め
る
た
め
の
重
点
事
業
と

し
て
、
「
男
女
共
同
参
画
に
関
す

る
意
識
啓
発
の
推
進
」
が
掲
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

「
男
女
共
同
参
画
」
と
聞
く
と
、

　

な
ん
か
難
し
そ
う　
　

私
に
は

関
係
な
い　

と
他
人
事
と
思
い
が

ち
で
す
が
、
家
事
、
育
児
、
介
護
、

雇
用
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
実
は

と
て
も
身
近
な
と
こ
ろ
で
私
た
ち

に
関
係
し
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ー

ナ
ー
は
、
そ
ん
な
身
近
な
こ
と
か

ら
男
女
共
同
参
画
を
意
識
し
て
い

た
だ
け
だ
く
こ
と
が
で
き
る
情
報

を
、
た
く
さ
ん
掲
載
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

男女共同参画社会の実現を目指す
市民懇話会の活動が目指すもの

下田市が男女共同参画社会を実現するために下田市が男女共同参画社会を実現するために下田市が男女共同参画社会を実現するために

・家庭でも仕事（社会）でも活き活きと生きる女性の

　ための支援

・男性が家庭と仕事を充実できる職場環境の改善支援

ファミリーサポートセンター

活動の支援

・地域の女性リーダーの育成

・自治会、PTA等や自主防災組織への働きかけ

下田市男女共同参画情報コーナー

（第 38 号）
問合せ先　企画財政課企画調整係　☎22-2212
編集協力　男女共同参画社会の実現を目指す市民懇話会

行政を通じて働きかけを行うとともに、地域での女性の

活動支援

◎啓発活動としての“ハーモニー”の役割

できることからやりましょう

できることからやりましょう

地域力の向上

・ひとり親家庭への支援

・育児放棄家庭、ひきこもりを持つ家庭支援

・高齢者とのふれあい支援

地域を結び付けるきめ細かな活動　話を聞く、相談にのる

できることからやりましょう

☆地域で活動する組織との連携

第１次下田市男女共同参画推進プラン策定平成16年３月

男女共同参画社会の実現を目指す
市民懇話会のこれまでの活動

　上記の活動以外に、設立以降、数多くの男女共同参画学習

会や研修会、講演会、他団体との意見交換会などを開催し、

男女共同参画に関する様々な学習活動と課題解決に向けた取

り組みを行ってきました。

平成16年４月「男女共同参画社会の実現を目指す市民懇話

会 ( 男女懇話会 )」設立

・第１次下田市男女共同参画推進プラン策定

　に携わった策定委員会のメンバーを中心

　に設立されました。

平成18年１月 下田市男女共同参画情報紙「ハーモニー」

創刊（年４回発行）

平成18年３月 託児ボランティア

「しもだ子育て応援隊ぽっぽ」設立

・男女懇話会の検討において、子育て支援が

　男女共同参画の実現に向けた重要な柱で

　あることが提起され、その実現に向けて様

　々な取り組みがされました。

平成19年８月 男女懇話会伊澤英子代表が、静岡県男女共同

参画社会づくり活動に関する知事褒章を受章

平成20年５月 社会福祉協議会「ひよこサロン」開設

（毎月１回開催）

「下田子育て支援ネットワーク」設立

平成21年３月 第２次下田市男女共同参画推進プラン策定

平成22年４月 下田市地域子育て支援センター開設

平成24年４月 下田市ファミリーサポートセンター事業開始

　　子育てを考える
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わ
た
し
た
ち
が
毎
日
生
活
し
て

い
る
こ
の
社
会
は
、
少
子
高
齢
化
、

国
際
化
、
情
報
化
の
進
展
な
ど
、

日
々
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
中

で
、
生
活
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
な
が
ら
生
き
て
い
ま
す
。

  　

家
庭
で
は
家
事
や
育
児
、
介
護

の
ほ
と
ん
ど
を
女
性
が
担
っ
て
い

た
り
、
男
性
は
外
で
働
い
て
家
を

支
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
る
人
が
多
く
、
仕
事
中
心
の

生
活
に
な
っ
て
い
た
り
、
地
域
で

は
町
会
長
な
ど
の
代
表
職
の
多
く

が
男
性
で
あ
っ
た
り
・
・
・

　

性
別
役
割
分
担
意
識
に
と
ら
わ

れ
ず
、
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
意

思
で
社
会
に
参
画
し
、
互
い
に
喜

び
も
責
任
も
分
か
ち
合
え
る
社
会

を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
す

べ
て
の
人
が
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
え
ま
す
。

　

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
と
は
、「
人

間
は
み
な
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し

　
て
か
け
が
え
の
な
い
個
性
、
感
性
、

生
命
力
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
素
晴
ら

し
い
力
を
も
っ
て
い
る
」
と
信
じ

る
こ
と
か
ら
出
発
す
る
考
え
方
で
、

一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
大
切
さ
、自

分
を
肯
定
す
る
心
を
持
っ
て
、
自

己
を
否
定
す
る
要
素
を
取
り
除
き
、

誰
も
が
潜
在
的
に
持
っ
て
い
る
パ

ワ
ー
や
個
性
を
生
き
生
き
と
息
吹

か
せ
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　　

自
分
が
こ
う
し
た
い
、
こ
う
あ

り
た
い
と
い
う
思
い
を
力
に
変
え
、

自
分
で
意
思
決
定
し
、
自
分
で
選

択
し
て
い
く
こ
と
が
、
自
分
ら
し

く
生
き
る
た
め
に
は
重
要
な
こ
と

で
す
。

　

国
の
男
女
共
同
参
画
推
進
本
部

は
、
平
成
13
年
度
か
ら
、
毎
年
６

月
23
日
か
ら
29
日
を
「
男
女
共
同

参
画
週
間
」
と
定
め
、
男
女
共
同

参
画
に
関
す
る
国
民
の
理
解
を
深

め
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
・ 

ト
イ
レ
汚
物
が
あ
ふ
れ
た
時
の

   

対
応
に
困
っ
た

Ⓐ
事
前
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
一
部
に

　

穴
を
掘
り
、
ト
イ
レ
と
し
て
使

　

用
す
る
こ
と
や
汚
物
を
袋
に
入

　

れ
る
シ
ス
テ
ム
を
最
初
か
ら
取

　

り
入
れ
る
こ
と
な
ど
の
対
策
が

　

考
え
ら
れ
る
。

・ 

外
国
人
の
対
応
を
ど
の
よ
う
に

　

す
べ
き
か
困
っ
た

Ⓐ
色
々
な
人
種
、
宗
教
が
あ
る
の

　

で
そ
う
い
っ
た
視
点
も
考
慮
す

　

る
必
要
が
あ
る
。

・ 

Ｈ
Ｕ
Ｇ
だ
け
で
な
く
、
ぜ
ひ
と

　

も
実
際
に
下
田
中
学
校
を
舞
台

　

と
し
た
訓
練
を
行
っ
て
み
た
い

・
男
性
だ
け
で
は
と
て
も
避
難
所

　

運
営
を
行
う
こ
と
は
、
不
可
能

　

で
あ
る
。
女
性
の
き
め
細
や
か

　

な
視
点
が
必
要
で
あ
る

・ 

生
活
保
護
者
の
対
応
に
困
っ
た

・ 

ペ
ッ
ト
の
対
応
に
困
っ
た

Ⓐ
避
難
所
運
営
と
し
て
、
爬
虫
類

　

系
の
ペ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
拒

　

否
を
し
た
方
が
良
い
。
犬
は
外

　

で
対
応
。
鳥
は
同
種
を
共
に
す

　

る
と
見
分
け
が
出
来
な
く
な
っ

　

て
し
ま
う
た
め
、
必
ず
分
け
て

　

対
応
す
る
こ
と
。 

　　

３
月
22
日
、
道
の
駅
開
国
下
田

み
な
と
に
お
い
て
、
下
田
市
と
静

岡
県
共
催
で
男
女
共
同
参
画
市
町

連
携
地
域
実
践
活
動
推
進
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
防
災
士
会
常

任
理
事
の
橋
本
茂
氏
を
招
き
、
基

調
講
演
や
広
域
避
難
所
に
指
定
さ

れ
て
い
る
下
田
中
学
校
を
想
定
し

た
Ｈ
Ｕ
Ｇ（
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
）

を
行
い
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点

か
ら
の
防
災
対
策
や
避
難
所
運
営

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

橋
本
氏
は
自
身
が
こ
れ
ま
で
に

経
験
し
て
き
た
阪
神
淡
路
大
震
災

や
新
潟
中
越
地
震
、
東
日
本
大
震

災
に
お
け
る
避
難
所
運
営
に
係
る

　
様
々
な
対
策
に
つ
い
て
、
写
真
を

通
じ
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
講
義

を
行
い
「
避
難
所
運
営
組
織
の
意

思
決
定
の
場
に
女
性
が
関
わ
る
こ

と
は
も
は
や
当
た
り
前
の
こ
と
で

あ
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

続
く
、
下
田
中
学
校
を
想
定
し

た
Ｈ
Ｕ
Ｇ
で
は
、
５
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
被
災
時
に
下
田
市

内
で
一
番
大
き
な
避
難
場
所
と
想

定
さ
れ
る
同
中
学
校
に
お
け
る
避

難
所
運
営
に
つ
い
て
、
活
発
な
意

見
交
換
が
な
さ
れ
、
男
女
共
同
参

画
の
視
点
を
活
か
し
た
防
災
対
策

は
も
と
よ
り
、
避
難
所
運
営
に
係

る
様
々
な
諸
問
題
に
対
す
る
理
解

を
深
め
ま
し
た
。

セミナーの様子

参
加
者
の
意
見

（
男
女
の
視
点
だ
け
で
な
く
多
く

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
）

喜
び
も
責
任
も
一
緒
に

６
月
23
日
～
29
日
は
男
女
共
同
参
画
週
間

「
地
域
力×

女
性
力
＝
無
限
大
の
未
来
」

（
平
成
27
年
度
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
標
語
）

市
町
連
携
地
域
実
践
活
動
推
進
セ
ミ
ナ
ー

「
男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
活
か
し
た
防
災
対
策
」

例
え
ば
、
次
の
よ
う
な

現
状
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

わ
た
し
ら
し
く
、
あ
な
た

ら
し
く
生
き
る
た
め
に

男
女
共
同
参
画
社
会
の

　
　
　
　

実
現
に
向
け
て

は
し
も
と  

し
げ
る


